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桑園の施肥については〉

1. りん酸，力リの肥効

桑にとって窒素が制限因子になることは，多くの試験

で認められている。表1は沖積土における三要素試験の

結果であるが，収葉量指数は一般に無窒素区で最も低く

りん酸やカリは欠除しでも，それほど低下しない。また

この例のように， りん酸の単独欠除によって，むしろ増

収する場合もある。

このことは，桑生育が地力窒素に依存する度合が小さ

し換言すれば，窒素施肥の肥効が顕著にあらわれるこ

とを意味し， りん酸，カリについては，土壌由来の肥沃

度が効いているため，施肥効果が現われにくいことを意

味している。もちろんこのような傾向は母材や風化の度

合，畑地としての履歴などによって異なっている。

きて桑園では土壌のりん酸肥沃度の指標として，しば

しば 0.2N塩酸可溶のりん酸が測定されている。この形

態のりん酸が0.01%以下では， りん酸が制限因子になる

とされているが，長年桑園となっている普通の土壌では

このような例は少なし、。しかし開拓桑園ではしばしば認

められ，たとえば筑波の火山灰土桑園では， 0.001%以

下という強烈なりん酸欠乏土壌であり，小葉，黄化とい

った明らかなりん酸欠乏症を呈した。

このようなりん酸欠乏の桑葉では非蛋白態窒素含量，

アミノ酸含量が高くなり，とくに遊離アルギニンが特徴

l的に増加することが，黒瀬氏によって明らかにされ，さ

らに蚕を飼育すると，致命的な悪影響を与えることも認

められている。このような土壌では，造成時にりん酸吸

収係数の 5%に相当するようりんを混土して，土壌改良

することが奨められている。

カリについても普通の桑園では，欠乏症はほとんどみ

かけられないが，腐植質火山灰土では，無カリ栽培をつ

づけると比較的早く欠乏状態になる。井出氏はこのよう

な葉で蚕を飼育し，飼料中のカリとりん酸が無機塩とし

て重要であることを指摘している。以上の例はりん酸，

カリの施肥が桑に対する肥効だけでなく，葉質保全の面

からも重要であることを物語っている。

8. 桑園施肥

すでに前々回にのベたように桑園の施肥は，年間の施

;肥量を春と夏に分けて施用するのが普通である。夏肥は

夏切り直後の施肥で.:春蚕用の桑葉を供給した樹体から
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の再萌芽"再生長を支えるための施肥ということで，そ

の意味は十分理解される。しかし春肥については施肥効

果の面から，必要性を説明するのはかなり難かしし、。そ

れは貯蔵養分の動態と関係があるためで，施用適期がず

れたり，たまに施肥を省略しでも，直ちに目立った影響

が現われにくいといった面がある。

しかし春の新梢に流れこむ窒素は，樹体内の貯蔵性窒

素だけでなく，吸収窒素も利用されていることは事実で

黒瀬氏によれば春の発芽日前に施用した窒素が，第6開

葉期にすでに新梢にとりこまれ，新梢発育に重要な役割

を果していた。このことは，養分吸収が春先の意外と早

い時期から行なわれているため，春肥は遅くとも脱ぼう

期までに，施用しなければならないことを示している。

1) 施肥配分，さて春肥施肥の旬月や年間の施肥配分

は，地域によって異なっている。たとえば山形では， 4 

月中旬の施肥効果が最も高く， 5月上旬では新梢量で20

%，春肥なしで、夏肥に全量施肥した場合は， 30%の減少

がみられているが，このような試験結果から，北国では

春肥を重点に年間施肥量の60~70%を，残りを夏肥に施

用するのがよいとされている。現実には北国の春は多忙

で，春肥施用が難かしいという問題がある。

一方，西南暖地では，春肥の施用適期は脱ぼう20日位

前の 3月中~下旬とされているが，ここでは逆に，他の

農作業との兼ね合いで，施用時期はむしろ早くなる傾向

があり，施肥窒素のロスが問題とされている。窒素の溶

脱は，高温多雨下での宿命的な問題であるが，最近鹿児

島県を中心に，畦聞のビニールマルチを利用して，成園

表1 三要素試験の例

三要素区に対する収葉量指数
施Jj巴内容

日召35 日目36 H百37 日目38

F( -N， -P， -K) 36 49 40 36 

N十P+K 100 100 100 

N( -P， -K) 94 106 110 111 

(-N)P( -K) 46 64 56 43 

(-N， -P)K 55 35 28 21 

N，P(-K) 79 78 68 

N(-P)K 128 141 133 157 

(-N)F， K 38 46 40 32 
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施設を春肥1回にしぼる省力多収の方法が奨励されてい

る。

一般的にはポリマノレチを併用しないかぎり，化学肥料

は春肥，夏肥，追肥の 3固に分けて施用することが最低

限必要である。また溶脱分をみこんで，窒素量を40~45

kg/10 aに割増し施用する場合もあるが， いずれにして

も，おおよそ春肥4，第1回の夏肥 3，梅雨明けの第2

回の夏肥 3，あるいは4-2-4程度の配分になるであ

ろう。

最近桑園でもコーティング肥料の肥効試験がおこなわ

れたが， うまく使いこなすと，多量少回数の施用で少く

なくとも，西南暖地における夏肥分施ないし梅雨明けの

追肥を省くことが，可能かという程度の感触が得られて

いる。これは施肥の省力化につながるものである。一方

北国については，現在遅れ勝ちな春肥施用を早めるため

の，いろいろな手段が試みられているが，コーティング

肥料の肥効発現速度が温度依存型であるという特徴をう

まく生かすならば，春肥の前年秋末あるいは，冬肥時に

おける施用といった発想転換も可能となろう。施肥技術

はいろいろな角度から，検討しておく必要があると考え

られる。

2) 施肥量，桑園に対する標準施肥量は，現在窒素に

ついて 30kg/10a ~となっている。

施肥基準算定の場合，一般に作物栽培・収穫によって

収奪された養分を補給するという考え方が根底にある。

桑でも同様であるが，株の肥大に要する養分も補給しな

ければならないという点が，一年生作物と異なり，この

項をつけ加えた次式によって算出されている。

収穫物中根株の発育地元己由来
施肥す の成分量十に歪する成ーする成分量
主要=~~奪量〉分且 x100 
量 肥料要素の利用率

さてこの式では，収量目標が高ければ高いほど，施肥

量を増大しなければならない。安易な多肥多収の考えに

つながるおそれがあるが，今の施肥基準では養蚕経営の

立場から収繭量120kg(lOa程度)が目安にされている。収

葉量の面では2，000~2 ， 400kg程度となるが，これは現在

の最高水準の 4， 000kg の50~60%に相当する。この程度

の生産量であれば，桑葉・枝条中の養分含有率は，肥培

管理によってそれ程変らないから，養分収奪量は収量に

ほぼ比例しているとみてよい。

株の肥大に要する成分量は，永年作物に特有の要因で

あるが，樹令が進むにつれで低下し，植付5年目以降の

成木では増加率5%以下になる。その他の天然供給量や

肥料利用率などについては，それほど明確な根拠はない

が，それぞれ約7kg，約60%程度に見積られ，これらが
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場合，地力の維持増強を図るために施用される有機物か、

らの窒素は施肥窒素とみなされていない。

りん酸，カリについては前述したように，施用効果がh

さまざまであり，施用するとかえって収量指数が無施用l

より劣る場合もある。このような施肥量一収量関係では

窒素の場合のような考え方はあてはまらない。そこで伊

東氏らによって導入された「地力依存度」を基にして，

窒素30kgに対するりん酸，カリ施用量が算定され，表2

のような土壌型別の施用基準が示されるに至った。

3) .~施肥位置 これは肥効を左右する重要な因子の一

つであるが，その効果は肥料成分の土壌中での動きと根

の分布との相対的関係に依存している。したがって畦間

における平面的な位置(株ぎわ，畦間中央，畦間全面な

ど〉や垂直的な位置(深さ〉などを十分考慮して苑用す

る必要がある。一般的にみれば肥沃な桑闘では，施肥位

置のちがいによる生育収量の差は，それほど大きくない

が，肥沃度の低い桑園で，とくに施肥量が少ない場合に

は施肥位置の差が影響し，局所施肥の方が効果が高い。

桑園では従来化学肥料は，株ぎわの約30cm離れた位置

に帯状に施肥するのが普通であったが，最近は畦間全面

にパラ播きし，ロータリー弱|で混土するように変ってき

た。どちらがよいかは土壌の肥沃度，樹令，根圏の広が

りなどを考慮して，使いわけする必要があるが，赤黄色

土の開拓桑園などでは，根の広がりが，水平的にも垂直

的にも制限されていることが多い。このような土壌環境

では，年次計画的に株ぎ、わから畦問中央へと施肥位置を

拡大してゆくことが必要であり，新植桑園でも植付 1"-'

2年聞は全面散布より，株ぎわなどの局所施肥が合理的

といえよう。

以上で桑園施肥の現状じ問題点のあらましの紹介を

終る。一般の関心は一頃のような積極的な多肥多収の考

え方から，肥料の有効利用，施肥の省力化などにかわっ

てきている。その意味で桑条，蚕ふ。ん蚕さなど自家生産

的資源の効率的な利用は，桑園肥培上重要な問題である

が，今回は触れることが出来なかった。

表 2 土壌類型別りん酸・加里施用量 (kg/10a) 

ゴニ 毛先 まn J~リ )j' 

;('， 手11、 "日L.目'J今
P205 K20 

(分;(jiJ也)Jラ)

沖積土 J~I~桑 l詞土嬢 1B， 2 14 12 {氏 f也

崩 l責 j二 !~l~ " 3 14 15 i可i j也

亦黄色ゴゾÇ'~ " 7 16 16 ti.t也また[主Ji'.F変I也
火山11(土庁J 11 101，102 16 20 1-' ι、 I也
火山灰ìNr{ ゴ.~~~ 11 105，106 15 15 一i仁コ、 J也・ ilC J也
崩移行生火山灰土 t~I.~ 11 103 15 16 {tIr ::r;:十地・台地J

標準施肥量算定の基礎数値として用いられている。この 注:記号ほ桑園施肥改善合理化事業の土壌区分記号!である。九件


